
 

 

６ 監査課第１ １ ３ ３ －４ 号 

令和６ 年１ ２ 月２ ６ 日 

 

相模原市長 本村 賢太郎 殿 

 

 

 相模原市監査委員 髙 梨 邦 彦 

 

 

 同 橋 本 愼 一 

 

 

 同 関 根 雅吾郎 

 

 

 同 大 槻 和 弘 

 

 

例月現金出納検査の結果に関する 報告について( 提出)  

 

地方自治法( 昭和２ ２ 年法律第６ ７ 号) 第２ ３ ５ 条の２ 第１ 項の規定によ る 検査を

行っ た ので、 同条第３ 項の規定によ り 、 その結果に関する 報告を 次のと おり 提出す

る 。  

 

１  相模原市監査基準への準拠 

こ の検査は、 相模原市監査基準( 平成２ ９ 年相模原市監査委員訓令第１ 号。 以

下「 監査基準」 と いう 。 ) に準拠し て実施し た。  

 

２  検査の種類 

地方自治法第２ ３ ５ 条の２ 第１ 項の規定に基づく 例月現金出納検査 

 



 

 

３  検査の期日 

令和６ 年１ ２ 月２ ５ 日 

 

４  検査の対象 

公営企業会計の令和６ 年１ １ 月分の現金出納状況 

 

５  検査の着眼点 

監査基準第１ １ 条第６ 項第４ 号の規定に基づき 、 次のと おり 主な 着眼点を 定め

て検査を 行っ た 。  

（ １ ） 公金の収支計数は合計残高試算表、 出納取扱金融機関発行の預金在高報告書

及び証拠書類と 一致し ている か。  

（ ２ ） 釣銭資金の管理は適切に行われて いる か。  

（ ３ ） 納入金額及び納入義務者に誤り はな いか。  

（ ４ ） 支出伝票の金額は、 請求書等の金額と 一致し ている か。  

 

６  検査の主な 実施手続 

監査基準第１ ４ 条及び第１ ５ 条の規定に基づき 、 次の手法によ り 検査の手続を

行っ た 。  

（ １ ） 書類検査 

企業出納員の保管する 現金( 歳計現金、 歳入歳出外現金、 預り 金、 一時借入

金、 基金に属する 現金) の在高及び出納関係諸表等の計数の正確性並びに現金

の 出納事務が 適正に 行わ れて いる か の 合規性に つい て 、 関係書類等を 照合

し 、 確認し た。  

（ ２ ） 聞き 取り 調査 

書類検査を 補足する た め、 必要に応じ て 担当者等に聞き 取り 調査を 実施し た 。  

（ ３ ） 現地調査 

公営企業会計に係る 釣銭資金の交付課に対し 、 収納金、 釣銭資金等の管理が

適切に行われて いる か、 現地調査を 実施し た 。  

 

７  検査の結果 

１ から ６ ま でのと おり 検査し た 限り 、 重要な 点において、 企業出納員の現金の



 

 

出納事務が正確に行われている と 認めら れた 。  

 

８  収支の状況 

令和６ 年１ １ 月末日現在におけ る 収支の状況は、 別紙のと おり であ る 。  

 

以 上 

 

 



 

公営企業会計 ( 単位： 円)

会　 計　 名 前 月 末 残 高 収  入 支  出 当 月 末 残 高

簡易水道事業会計 272, 041, 205 4, 447, 354 23, 028, 113 253, 460, 446

下水道事業会計 3, 995, 647, 979 898, 284, 980 602, 845, 400 4, 291, 087, 559

令 和 ６  年 １ １  月 分 公 営 企 業 会 計 現 金 収 支 表


